
　令和５年度 特別支援学校寄贈物品　使用状況報告書　【2年目】

報告日

  対  象 　　視覚障害 　　聴覚障害 　　知的障害 　　肢体不自由 　　　病弱

設 置 部 　　幼稚部 　　小学部 　　中学部 　　高等部 　　　

全校児童･生徒数

1．使用状況

令和7年11月25日

・自立活動や生活単元学習など車いすから降りて活動するときによく使わ
　れている。毎日の体操にも使用している。
・訪問生のスクーリングで、スヌーズレンの一つのコーナーとして設置した。
　座位サポートクッションの上で横になり、教室内の天井に映された明かり
　を眺めて楽しんだ。

・クッションが大きくて安定しているため包み込むようになり、児童生徒が
　安心して体を預けられる。トランポリン、滑り台など姿勢が崩れがちにな
　る学習時でも安定した姿勢を保っていられる。体に沿って座位サポー
　トクッションが支えてくれるので安定感があり生徒が力を抜くことにつな
　がった。四肢に障害があり、拘縮や変形のある児童生徒の身体に合っ
　たサポートができるため、リラックスして学習に参加できる。
・クッションが大きいため、真ん中に入り、腕を出すと肘置きのようになり、
　姿勢を保持しやすい。
・一日中車いすで生活すると疲れてしまうが、クッションがあることで学校
　でも車いすから降りることができ、児童の心身の安定につながっている。

・様々な変形や拘縮、首の座らない非定頸のある児童生徒の入学が予想
　される。そのような子供たちの身体をサポートし、リラックスして学習に臨
　めることが期待できる。今後もこれまでのように使用していきたい。
・経年劣化でクッション性がだんだん落ちてくる。中のビーズも高価なため
　簡単には交換できない。

・このクッションを日々使用し、授業に向ける姿勢保持を意識している。必
　要不可欠なものであると感じ、感謝している。
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・スヌーズレンでゆったりとした音楽と天井や
　壁に映された明かりを座位サポートクッショ
　ンの上に寝ながら楽しむことができた。身体
　の緊張を緩ませることできた。

・自分で座位をとったり、維持したりすることが
　難しいが、クッションがあることで安定して座
　ることができる。背中に大きなこぶがある生
　徒が、こぶが床面に当たらないように座位姿
　勢をとって活動することができた。
・毎日の体操でも使用している。

・安定感があり、ロープを引っぱっても姿勢が
　崩れることなく安心して思い切りボールスラ
　イダーを楽しむことができた。

・クッションがあることで滑り台を座位で滑るこ
　とができた。背中のこぶがこすれてしまわな
　いように、姿勢を保つことができ、安心して
　繰り返し滑り台で活動することができた。
・クッションを使うことで、車いすから降りての
　活動が充実した。

２．活用の様子


